
1

2

3

4

5

A B C D E F G H

1

2

3

4

5

A B C D E F G H

図図

図図

年年年

作作作 ＪＪ４ＢＢＪ

２２２２．２０トランシーバーＩｎｔｅｒｆａｃｅ

2012-08

Kenwood、Yaesu

トランシーバー

　　RXD③

　　RTS

　　CTS

　　GND⑤

　　TXD②
232C-TTL

Level

Converter

　　TXD

　　RXD

USB-Serial

Converter

-2

ＰＰ

Logソソソ

通通ソソソ

　　TXD

　　RXD

USB-Serial

Converter

-1

　　TXD

　　RXD

　　TXD

　　RXD

アアアアアアアア

232C-TTL

Level

Converter

　　TXD

　　RXD

ＳＳＳＳＳＳＳ

Controler
　　TXD

　　RXD

SteppIR

アアアアア

ADM3202ARU

２．ＹＡＥＳＵ、ＫＥＮＤＯＯＤのトランシーバーの通信ポートに複数のポートを接続して通信する２．ＹＡＥＳＵ、ＫＥＮＤＯＯＤのトランシーバーの通信ポートに複数のポートを接続して通信する２．ＹＡＥＳＵ、ＫＥＮＤＯＯＤのトランシーバーの通信ポートに複数のポートを接続して通信する２．ＹＡＥＳＵ、ＫＥＮＤＯＯＤのトランシーバーの通信ポートに複数のポートを接続して通信する

［注２］］］］］Ｓは、順順順順順順順ＶＶが２．３ｖ以順の物を使使すす

［注２］ソトアトアトア以以の接接すす機機の送通デアデ（（（］（は、

　　　　排排排排ななのなな受通だだだ使が足りす場場は接接ななししし

［注３］ＳＳＳＳＳＳＳが送す情情情情は「ＳＶ「「を使使。ＰＰが情情すす場場は受通だだだ動作動動

（（ＳＪ（232］（

（（ＳＪ（232］（

（（（（（

（ＢＢＳ接接すすななす、232CかかTTLす変変な、］Ｓ、］（すにすにににアにににアア接接すなにす。しこだ安安動作なにす（

　　RTS⑦

　　CTS⑧
GND

GND

GND

GND

GND

GND

（（（（（

（（（（（

１．ＩＣＯＭのトランシーバーの通信ポート(CI-V)に複数のポートを接続して通信する１．ＩＣＯＭのトランシーバーの通信ポート(CI-V)に複数のポートを接続して通信する１．ＩＣＯＭのトランシーバーの通信ポート(CI-V)に複数のポートを接続して通信する１．ＩＣＯＭのトランシーバーの通信ポート(CI-V)に複数のポートを接続して通信する

ＢＳＢ

Logソソソ

通通ソソソ

録録ソソソ

TXD

RXD

ＢＳＢ TXD

RXD

TXD

RXD

アアアアアアアア（（（（（

GND

GND

GND

ＩＣＯＭトランシーバー

GND

TXD

RXD

Yesu,

Kenwood使

CI-V　アアアア

切切ＳＩＳＳＩＩＩＩＳ

ＰＪ（（アアアア

切切ＳＩＳＳＩＩＩＩＳ

CI-V

3.5ｍｍ

Mono-F

ＳＳＳＳＳＳＳ

Controller

SteppIR

アアアアア

（TTL（

GND

ICOM使

TXD+RXD

CI-V使用用

［注２］］］］］Ｓは、順順順順順順順ＶＶが２．３ｖ以順の物を使使すす

［注２］TXDは、コアココアを避だすなな必情必必必の接接すすす

ＳＳＳＳＳＳＳ

Controｌler

SteppIR

アアアアア

Yesu,

Kenwood使

RXD

アアアアアアアア

GND

ＰＪ（（アアアア

切切ＳＩＳＳＩＩＩＩＳ

Logソソソ

通通ソソソ

録録ソソソ

Kenwood、Yaesu

トランシーバー

SER-In③

　　GND⑤

SER-Out②

　　RTS⑦

　　CTS⑧

DSUB9

RS232C

RXD②

TXD③

RXD②

TXD③

GND⑤

GND⑤

CTS⑧

　　RTS⑦

CTS⑧

　　RTS⑦
DSUB9

RS232C

DSUB9

RS232C

232C-TTL
Converter

RXD
（（（（（

GND

３．ＹＡＥＳＵ、ＫＥＮＤＯＯＤのトランシーバーの通信ポートに複数の３．ＹＡＥＳＵ、ＫＥＮＤＯＯＤのトランシーバーの通信ポートに複数の３．ＹＡＥＳＵ、ＫＥＮＤＯＯＤのトランシーバーの通信ポートに複数の３．ＹＡＥＳＵ、ＫＥＮＤＯＯＤのトランシーバーの通信ポートに複数の

ポートを接続して通信する（232Cレベルで接続する場合）ポートを接続して通信する（232Cレベルで接続する場合）ポートを接続して通信する（232Cレベルで接続する場合）ポートを接続して通信する（232Cレベルで接続する場合）
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トランシーバーの通信相手で、上図のRXDは複数つないでも問題ない。

周辺機器のTXDは、複数をつなぐとスペース時の電圧が0～マイナス数Vと

なり通信ができない（同じ電圧＝同じICの場合）。ICが異なっても通信が

不安定になる可能性が非常に高いです。通信はできないと思った方が妥当。

SER-In③

-6ｖ（マアマ（

+6ｖ（ススアス（

ADM3202の場合、232C側の出力電圧は約+-6ｖです。

　接続点③の電位はスペース時0ｖ、マーク時は約-5.8ｖになる。

　0ｖ－5.8ｖ間のスイングでは、スペースの閾値まで振らない＝動作しない

（232C入力閾値は、スレッショルドLO：1.2v標準、HI：1.6v標準）

内部抵抗

-6ｖ（マアマ（

+6ｖ（ススアス（

［参考］232C－TTLコンバーターにADM3202を使った場合の等価回路

　　　　　2台のTXDを直接接続した場合は、こうなる。

TXD

TXD

上図の場合、SteppIR-ControlｌerかPCソフトのどちらかが周波数・モード等の

リクエストをTRXに送り、応答信号を共有できれば問題なく動作する。

（どれか1つがトランシーバー情報要求を送り、他の機器は受信だけ）

各プログラムで求める情報に情報不足が出る可能性がある。

SteppIRの情報要求は「ＩＦ；」コマンドを使っており、Logger32とは共存可能。
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